
現 状 と 課 題現 状 と 課 題

強化88 強化　経営基盤の強　 強化強化経営基盤の強

監理団体と連携した効率的事業運営監理団体と連携した効率的事業運営監理団体と連携した効率的事業運営監理団体と連携した効率的事業運営

水道局では、これまで監理団体(※1)1

      と連携した事業運営や多様な経営管理手法の活用など、経営

きました。基盤の強化に向けた取組を推進して

今後、水道施設の耐震化や大規模浄水場の更新など、水道事業を取り巻く多くの課題に取り組今後 水道施設の耐震化や大規模

みつつ、水道事業を健全に運営していくためには、引き続き経営基盤の強化を図っていくことが

重要です。

水道局では、これまで民間に委ねられる業務は可能な限り民間事業者に委託するとともに、水

道事業の基幹的業務をコア業務(※2)

 と準コア業務
(※3)

 に分け、水道局と監理団体が担うことで、公共

性を確保しつつ、効率性を追求することができる事業運営体制を構築してきました。

▲ 監理団体による営業所業務 ▲ 監理団体による浄水場運転管理業務

※1　監理団体（東京都監理団体）
東京都が出資又は出えんを行っている団体及び継続的な財政支出、人的支援等を行っている団体のうち、全庁的に指導監督を行
う必要があるもの。水道局所管の監理団体には、東京水道サービス株式会社（TSS）と株式会社PUCの2社がある。

※2　コア業務
経営方針の策定や広域的な水運用など、水道事業運営の根幹に関わる業務

※3　準コア業務
お客さまセンター等の運営や管路維持、施設の集中管理などを行うほか、検針業者や工事請負業者の監督指導等、民間委託にな
じまない事業運営上重要な業務
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※1　コンプライアンス
企業活動において社会規範に反することなく、公正・公平に業務遂行すること。

※2　ABC分析（Activity Based Costing）
企業活動を個々の活動に分類し、細分化した活動ごとの原価を算出する管理会計手法

経営管理手法の活用経営管理手法の活用経営管理手法の活用経営管理手法の活用

今後、水道事業者として直接担うべき業務を除き、公共性や効率性が両立する業務は、これま

でと同様に監理団体へ業務移転を進めていきます。

また、監理団体の業務範囲が拡大する中で、監理団体が担う責任は一層大きくなり、これまで

以上に公共性や業務の質の向上が求められます。

これらに応えるため、監理団体におけるコンプライアンス(※1)

　 の強化や監理団体間の連携強化等

を図っていくことが必要です。

営業費用等
2,967億円

うち減価
償却費等
661億円

純利益
303億円

料金収入等 3,270億円
企業債等
362億円

資本的収支不足額
969億円

建設改良費等
988億円

企業債償還金
343億円

収
入

支
出

収益的収支（税抜） 資本的収支（税抜）

（平成23年度決算）

＜ 財政収支の概況 ＞

事業評価制度、独自の業務指標を活用した目

標管理、ABC分析(※2)

　 による経営分析など、様々

な経営管理手法を導入し、効率化の取組や経営

状況についてお客さまにわかりやすく説明する

ための取組を実施してきました。

これらの取組に加え、平成26年度からは地方

公営企業の経営状況等を的確に把握できるよう、

地方公営企業の会計基準の見直しが行われるこ

とから、新たな会計制度への着実な対応が求め

られています。

また、水道局では、大規模浄水場の更新に先

立つ代替浄水施設整備の財源を確保するため、

平成19年度に大規模浄水場更新積立金を創設し

ました。今後も施設更新等の事業を着実に推進

していくために、計画的な積立ての実施など、

経営基盤の強化を図っていくことが必要です。

　会計処理上生じる収益的収支
（事業の管理、運営に関する収入支
出）の剰余金は、資本的収支（施設
の建設、改良などに関する収入支
出）の不足額に充当しています。

（ ）

＜ ABC分析による給水原価（1m
3
あたり）の内訳 ＞

原水を調達する
ための費用
25円

メータの検針、料金の徴収
窓口サービスその他の費用費費

1111円円円円
徴収
2円

をで水を場で水場浄水
るにするいにれいきれ すれきれ
用費用めの費めめため

8333 円円

浄水場かからお客客ささまの
蛇口口まで水水をを蛇 ま 水水をを
お届けけする費費用用
1132円

浄浄浄
理
円円

水場
円

検針
5円

受受付
44円

（平成（平成2323年度決算）年度決算）

給水原価
206円
（税込）
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① 監理団体と連携した効率的事業運営の推進

＜監理団体との連携（イメージ）＞

情報公開の充実などによる透明性の確保情報公開の充実などによる透明性の確保

TSS PUC

指導・監督 補完・支援出
　
資

職
員
派
遣
・
人
材
交
流

経
営
者
連
絡
会
・
実
務
レ
ベ
ル
意
見
交
換
会

水　　道　　局

監  理  団  体

相互連携

公共性の確保が徹底され、業務の質や効率性が向上します。
監理団体が相互に連携し、円滑な業務履行が可能になります。
監理団体社員や水道局職員の相互の能力等が向上し、より安定的な業務を
行うことができます。

効効効  果果

年年年  次次
計計計  画画

2622222266666222222222226666666666622222222666666666年度年年年年年度度度度度度年年年年年年年度年度度度度度度度度度度度年年年年年度度度度度度 27222222777772222222222277777777777222222222777777777年度年年年年年度度度度度度年年年年年年年度年度度度度度度度度度度度年年年年年度度度度度度度2522222255555222222222225555555555522222222555555555年度年年年年年度度度度度年年年年年年年年年度度度度度度度度年年年年年年度度度度度

効率的事業運営の推進 実 施

監理団体への業務移転が進展し、各団体の社員数が増加するとともに、団体間の業務連携の機

会も増加しています。

今後、水道事業の一翼を担う監理団体としての責任が一層大きくなる中で、効率的な事業運営と

公正性・透明性の確保に向けた取組を、これまで以上に推進していきます。

内部監査の一層の充実、監査組織の設置、社内研修の充実など、準コア業務を担う会社にふさ

わしいコンプライアンス体制を強化するための指導を行います。

業務の関連性から、これまで以上に業務の引継ぎや連絡調整の必要性が増加するため、これま

での水道局と監理団体との連携強化に向けた取組に加え、監理団体間で定期的な連絡会や意見交

換会を開催するなど、より一層の連携の強化を図ります。

引き続き監理団体社員の水道

局研修への受入れや共同研修な

どを実施するとともに、監理団

体を含めた委託業者等を指導・

監督できる技術力や現場力を持

った水道局職員を育成するため

の取組を進めていきます。

また、社内研修講師の充実な

ど、監理団体自らが人材育成手

法を確立するための支援を実施

（1） 監理団体と連携した効率的事業運営監

主 要 施 策主 要 施 策

監理団体と連携した人材育成の強化

監理団体間の連携強化

監理団体のコンプライアンス強化
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① 新会計制度への対応

水道事業などに適用される地方公営企業法が改正され、現在の企業会計原則の考え方を取り入

れた新しい会計基準が、平成26年度から適用されます。

新しい会計基準では、民間企業会計との比較分析が容易になり、財務状況が明確化されます。

会計処理を定める内部規定の整備や会計システムの改修などにより、新会計制度に対応するこ

とで、経営の効率化を図ります。

26222222222666666666222222222666666666年度年年年年年度度度度度度年年年年年年年度年度度度度度度度度度度度年年年年年年度度度度度度度度度 27222222222777777777222222222777777777年度年年年年年度度度度度度年年年年年年年度年度度度度度度度度度度度年年年年年年年度度度度度度度度度25222222222555555555222222222555555555年度年年年年年度度度度年年年年年年年年年度度度度度度度度年年年年年年年度度度度度度度年年年  次次
計計計  画画 新会計基準への対応 対応準備 適 用

民間企業会計との比較分析が容易になり、経営の効率化を図ることが
できます。効効効  果果

② 大規模浄水場更新積立金の活用

大規模浄水場更新代替施設の整備財源の一部を確保することができます。効効効  果果

年年年  次次
計計計  画画

2622222222266666666222222222226666666666622222666666年度年年年年年年度年度度度度度度度度年年年年年年年度度度度度度度度度 27222222222777777772222222222277777777777222222777777年度年年年年年年度年度度度度度度度度年年年年年年度年度度度度度度度度度2522222222255555555222222222225555555555522222555555年度年年年年年年年度度度度度度度年年年年年年年年度度度度度度度
整備費用積立て・取崩し 実 施

（2） 経営管理手法の活用経

平成30年代以降、集中的に更新期を迎える浄水場の施設更新を進めるための代替浄水施設整備

に向け、平成19年度から資金の積立てを行っています。

今後も引き続き積立てを実施するとともに、平成25年度からは必要な事業執行のため順次積立

金の取崩しを行っていきます。

また、更新事業に対する財政措置や更新資金をストックするためのルール化を引き続き国へ提

案要求していきます。
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③ 外部専門意見の反映

水道局では、事業環境の変化に的確に対応していくため、水道事業経営のあり方に関する調査・

検討を行う外部の有識者による東京都水道事業経営問題研究会を平成14年2月に設置し、幅広い

意見を求めています。

また、監理団体と連携した効率的事業運営について、平成23年12月から東京都水道局運営体

制専門家会議を新たに設置し、水道局及び監理団体の取組や業務実施上の課題等について専門知

識や実務上の経験に基づいた助言や意見を求めています。

今後も引き続き、外部の専門的意見を経営に反映するための取組を実施していきます。

外部の幅広い意見や専門的・実務的な視点に基づいた評価・助言を経営に
反映させることができます。
公共性の発揮や経営の効率化を図ることができます。

効効効  果果

年年年  次次
計計計  画画

26222222222666666666222222222666666666年度年年年年年度度度度度度年年年年年年年度年度度度度度度度度度度度年年年年年年度度度度度度度度度 27222222222777777777222222222777777777年度年年年年度度度度度度年年年年年年年度年度度度度度度度度度度度年年年年年年年度度度度度度度度度25222222222555555555222222222555555555年度年年年年年度度度度年年年年年年年年年度度度度度度度度年年年年年年年度度度度度度度
経営への反映 実 施

▲ 東京都水道事業経営問題研究会 ▲ 東京都水道局運営体制専門家会議
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